
〇新公立病院改革プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

愛知県がんセンター中央病院 

【地域医療構想を踏まえた役割】（Ｐ24、Ｐ30、Ｐ31、Ｐ33） 

がん診療の中核拠点病院として、高度で先進的ながん医療を提供するとともに、研究所や他の

医療機関、大学と連携してゲノム医療の実用化を始めとする新しいがん医療を創出し、日本をリ

ードし世界に向けてがん医療を発信する。 

＜がんに対する高度で専門的な医療の提供＞ 

○ 都道府県がん診療連携拠点病院として、県内のがん医療の中心的役割を果たす。 

○ 特定機能病院の要件の充足を図り、国の承認を目指す。 

○ ダヴィンチ等を活用した低侵襲手術の充実、高度な医療機器の整備など、手術の更なる充実･

強化を図る。 

○ 外来化学療法については、安全な投与を始めとした質の確保を図る。 

○ 引き続き IMRT(強度変調放射線治療)および RALS(高線量率小線源治療)の機能充実･強化を図

り、放射線療法の実施件数を確保する。 

○ CT、MRI 装置の増設、放射線診断装置の更新を進め、画像診断機能の強化を図る。 

○ 免疫治療の本格的導入にあたり、臨床免疫治療センターの整備を進める。 

○ 入院から外来へのシフトに対応した体制を整えるため、外来診療の機能強化を図る。 

○ 内視鏡室の改修、内視鏡機器の適切な更新･充実を実施し、内視鏡センターを開設する。 

○ サルコーマセンターの強化、膵のう胞患者専門外来の開設、難治性の頭頸部がんや食道がん

への機能温存治療の実施など、難治性がんの診断･治療の更なる体制強化を図る。 

○ 施設の長寿命化計画や、将来の建て替え等を含めた、がんセンターの全体的な基本計画(マス

タープラン)を策定する。 

＜患者の立場に立ったがん医療の提供＞ 

○ 患者と十分な情報共有を図りながら、エビデンスに基づいた医療の提供を推進する。 

○ クリニカルパスの充実やリハビリの充実を図る。 

○ 土曜日の医療連携室稼働の継続や医療機関との連携システムである｢愛がんネット(ヒューマ

ン･ブリッジ)｣の活用、在宅がん看護の充実等により、地域医療連携を確立する。 

○ 糖尿病や循環器系疾患などの合併症を持つ患者に対応できる医療体制を引き続き推進する。

○ がん看護外来の充実や患者サロンの実施など、がん患者･家族のこころのケアを推進する。 

○ 入院患者も含めた苦痛のスクリーニング(選別)の実施、合同カンファレンスへの医師の定期

的参加、がんサバイバーシップに適合した緩和ケア、患者家族への心理教育の展開･充実、な

ど、緩和ケアセンター機能の充実を図るとともに、緩和ケア病棟の整備を検討する。 

○ 病棟薬剤業務が行えるよう体制を整備し、入院患者に対しより良質な医療を提供できるよう

努める。また、外来患者の薬物療法を安全かつ効果的に行うため、専従薬剤師による薬剤指導･

相談の体制を整備する。 

○ 診療実績などのクリニカル･インディケータ(臨床指標)の達成に努め、提供する医療の質の改

善に努める。

【再編・ネットワーク化の必要性の検証】（Ｐ82） 

○ 臨床研究を更に推進して国の承認を受けられる先進医療技術の開発に努め、国内外のがんセ

ンターを始めとした医療機関や大学などとの連携･協働を充実させることで、先進的な医療の

提供に向けた取組を更に推進し、県のがん医療をリードする病院機能を維持する。

○ 全国トップクラスの水準にある臨床研究･治験を更に推進するとともに、国の臨床研究中核病

院を見据えた臨床研究センターの整備や専任職員の配置など組織の改編を実施し、業務の効率

化と支援体制の強化や地域のネットワークの構築を図る。 

○ 土曜日の医療連携室稼働の継続や医療機関との連携システムである｢愛がんネット(ヒューマ

ン･ブリッジ)｣の活用、在宅がん看護の充実等により、地域医療連携を確立する。

【数値目標について】（Ｐ39） 
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